
ミ
ロ
ノ
ブ
博

士

「
無
量
寿
経
原
本

梵
文

ロ
ー

マ
字
訳
」
に

つ
い
て

(
小

島
)

九
六

ミ

ロ
ノ
ブ
博

士

「無

量
寿

経

原
本

梵

文

ロ
ー

マ
字
訳

」

に

つ
い

て

小

島

文

保

こ
ゝ
に
云
う
ミ
ロ
ノ
フ
博
士

「
無
量
寿
経
原
本

梵
文

ロ
ー
マ
字
訳
」

と
は
十
二
頁
の
序
文
と
八
十
三
頁
の
本
文
と
十
頁
の
摘
要
と
か
ら
な
る

タ
イ
プ
し
た
未
定
稿
の
も
の
を
指
す
も
の
で
あ
る
。
尚
本
文
は
序
分
、

正
宗
分
、

流
通
分
か
ら
な
り
四
十
七
章
に
分
た
れ
て
い
る
。
し
か
も
こ

の
未
定
稿
は
昭
和
四
十
六
年
度
文
部
省
助
成
科
学
研
究
費

(
一
般
研
究
)

を
い
た
冥
い
て

「
日
本
梵
語
学
史
の
研
究
」
で
、
京
都
市
伏
見
区
肥
後

町
西
養
寺
、

阿
満
得
之
師
を
訪
ね
調
査
を
し
た
際
に
発
見
し
た
も
の
で

あ
る
。
こ
の
本

の
特
色
は
そ
の
序
文
に
明
ら
か
な
様
に
ミ
ロ
ノ
フ
博
士
が
大

谷
光
瑞
師

の
依
頼
を
う
け
て
、
大
谷
探
険
隊
将
来
の
梵
文
大
経
の
A
本

を
底
本
と
し
B
本
を
比
較
し
、
そ
れ
に
]M
a
x
 
M
u
l
l
e
r
本

を
参
照
し
て

作
製
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
A
本
と
は
大
谷
探
険
隊
蒐
集
リ

ス
ト

N
o
.
 
2
3
の
比
較
的
近
代
の
ネ
パ
ー
ル
写
本

で
6
5
無
,
 
2
4
.
 
8

×
8
.
5
c
m

の
六
行
本

の
よ
い
も
の
で
あ
り
、
又
B
本
と
は

N
o
.
 
2
7
の
ご
く
近
代

の
デ
バ
ナ
ガ
リ
ー
文
字
の
写
本
で
あ
り
、

五
十
葉
2
9
.
2×
1
1
c
mの
七

行
本
で
あ
り
、
こ
の
写
本
は
C
h
a
nd
ra
 
S
h
u
m
 

S
h
e
re
 Ju
n
g
 
B
a
h
a
d
u
r

R
a
n
a

と

い
う

ネ

パ

ー

ル

の
、総

理

大

臣
、

大

将

軍

の
寄

贈

で

あ

る
。

こ

の
二

本

を

底

本

と

し

て
、

そ

の
文

法

的

に

誤

れ

る

と

こ
ろ

は

パ

ニ
ー

ニ

ー
文

法

に
よ

り
、

サ

ン
デ

ィ
ー

と
か

句

切

り

と

か

は
、

シ

ル
バ

ン

・
レ

ビ

ー
教

授

の
指

示

に

従

い
、

先

づ

A
本

を

底

本

と
し

て
、

A
本

に

な

い

と

こ

ろ

は
括

弧

を

し
、

B
本

に
欠

け

て

い
る

と

こ
ろ

は

星

標

を

し

た
。

尚

ヶ

ル

ン
の
法

華

経
、

翻

訳
名

義

集
、

ウ

ィ

リ

ア

ム
と

べ

エ
テ
リ

ン
ク

の
辞

書

等

を

も

参

考

に

し

て

訂

正

を
試

み

た
。

勿
論

こ

の
本

の
特

徴

は
言

語
的

な
も

の
で
あ

る

が
、

こ

の
中

で
特

に

力

を

入

れ

た

の
は
願

文

と
偶

頽

と

で
あ

る
。

例

え

ば
願

文

の
数

を

み

て

も
、

魏

唐

訳

で

は

48
、
宋

訳

は

36
、
漢

呉

訳

は

24
、

チ

ベ

ッ
ト
訳

は

49
、

で
あ

り
、

こ

の
梵
本

は

46
願

で
、
一
そ

の
数

は

一
致

し

て

い
な

い
。

こ

の
漢

訳

に

つ
い

て

は
大

谷

光

瑞
師

の
深

い
学

識

に

よ

る

助
言

が

あ

り
、

チ

ベ

ツ

ト
訳

に
関

し

て
は
、

青

木

文

教

師

の
指

示

を

う

け
た
。

次

に
詩

韻

に

つ

い
て

は

以
下

に
示

す

よ

う

に

六

種
、

六

十

二
偶

の

一

つ

一
つ
に
韻

律

を

指

摘

し

て
あ

る
。

尚

こ

の
本

は

ヘ
ル

ン

レ
の

M
a
n
u
-

sc
r
ip
t
 
Rem
a
in
s
 
o
f
 
B
u
d
d
h
ist
 lite
r
a
tu
r
e
 f
o
u
n
d
 i
n
 E
a
st

に
恩
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恵
を
う
け
て
い
る
し
、
又

マ
ッ
ク
ス
・
ミ
ュ
ラ
ー
本
と
の
不

一
致
に
つ

い
て
は
脚
注
に
そ
れ
を
指
摘
し
て
お
い
た
。

最
後
に
あ
げ
た
三
つ
の
索
引
は
こ
の
テ
キ
ス
ト
を
理
解
す
る
補
助
と

な
つ
て
い
る
。
即
ち
(
1
)
すべ
て
の
国
有
名
詞
を
含
む
こ
と
。
(
2
)
すべ

て
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
の
言
葉
は
翻
訳
と
注
が
あ
る
こ
と
。
(
3
)
言
辞
上

文
法
的
な
興
味
の
あ
る
も
の
ゝ
言
葉
と
形
を
書
き
出
し
た
こ
と
。

以
上
こ
の
本
の
特
色
を
摘
出
し
た
の
で
あ
る
が
、
実
は
こ
の
未
定
稿

の
梵
文
が
昭
和
四
年
三
月
に
大
谷
光
瑞
稿
、
梵
語
原
本
国
訳

「無
量
光

如
来
安
楽
荘
厳
経
」
に
帰
敬
偶
と
弥
陀
如
来
梵
讃
と
脚
注
の
す
べ
て
と

最
後

の
縁
起
法
身
偶
と
を
省
略
し
て
右
側
に
国
訳
、
左
側
に
原
文
を
対

照
し
て
出
版
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

因
み
に
そ
の
省
略
文
を
こ
ゝ
に
掲
げ
る
と
帰
敬
偶
は
、

弥
陀
如
来
梵
讃
は

脚
注
は
本
文
八
十
三
頁
の
下
段
に
全
部

つ
い
て
い
る
の
で
全
部
の
掲

載
は
不
可
能

で
あ
り
他
日
に
譲
り
、
こ
ゝ
に
は
た
穿

一
例
と
し
て
嘆
仏

偶
の
箇
処
を
示
す
こ
と
ゝ
す
る
。

即
ち
そ
れ
は
本
文
の
、
八
頁
か
ら
十
頁
に
亙

つ
て
次
の
よ
う
に
な
つ

て
い
る
。

八
頁
に

ミ
ロ
ノ

フ
博

士

「
無
量
寿
経
原
本

梵
文

ロ
ー

マ
字
訳
」

に
つ
い
て

(
小

島
)

九
七
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ミ
ロ
ノ
フ
博
士

「
無
量

寿
経
原
本

梵
文

ロ
ー

マ
字
訳

」

に
つ

い
て

(
少

島
)
 

九

八

九
頁
に
、

十
頁
に

最
后
の
法
身
偶
は
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で
あ
る
。

こ
ゝ
で
私
は
叙
上
の
大
谷
探
険
隊
将
来
本

A
本
と
B
本
と
を
奇
し

く
も
発
見
、
続
い
て
C
本
と
も
称
す
べ
き
、
絵
入
り
五
行
本

の
縦
2
6
.
 
4

糎
、
横
8
.
5
糎
、
六
十
四
葉
の
梵
文
大
経
に
め
ぐ
り
合

つ
た

の
で
あ

る
。
こ
れ
は
極
く
最
近
め
デ
バ
ナ
ガ
リ
ー
書
体
の
写
本
で
あ
る
。

従
つ
て
こ
ゝ
で
真
田
有
美
先
生
の
西
域
文
化
研
究
第
四
、
中
央
ア
ジ

ア
古
代
語
文
献
、
大
谷
探
険
隊
将
来
梵
文
仏
典
資
料

(昭
和
三
六
年
三

月
)
八
十
頁
に
は
こ
の
A
本
、

B
本

が
不
明
と
あ
り
。
又
、
藤
田
宏

達
先
生
の

「原
始
浄
土
思
想
の
研
究
」
(昭
和
十
五
年
二
月
)
十
五
頁

に

も
や
は
り

こ
の
二
本

(A
・
B
)
の
不
明
な
る
こ
と
を
述
べ
て
お
ら
れ
る

が
、
今
日
そ
の
在
り
場
所
が
分
り
、
聖
典
研
究
に
志
す
も
の
と
し
て
望

外
の
喜
び
で
あ
る
。

と
こ
ろ

で
こ
の
ミ
ロ
ノ
フ
博
士
の
未
定
稿
に
つ
い
で
は
問
題
が
沢
山

あ
る
が
そ

の
一
例
を
あ
げ
る
と
、
叙
上
嘆
仏
偶
の
音
律
を

A
u
p
acch
a
-

n
d
asik
a

と
し
て
お
ら
れ
る
が
こ
れ
は
A
r
d
h
a
s
a
m
a
v
r
i
t
t
a

の

p
u
-

Op
ita
g
ra

調
で
あ
る
。

尚
こ
の
未
定
稿
は
ミ
ス
プ
リ
ン
ト
が
多
い
の
で
こ
れ
を
清
書
し
て
上

梓
、
問
題
点
を
究
明
し
て
新
し
く
出
版
さ
れ
る
べ
き
だ
と
思
う
。

こ
」
に
詩
韻
を
表
示
し
て
み
よ
う
。

弥
陀
如
来
梵
讃

四
偶

1
,
 
2
 
薗
 

V
a
m
ca
sta
v
i
r
a

3
,
 
4
 
面
 

R
u
cira

四

章
、

嘆

仏

偶

十

偶

A
u
p
a
c
c
h
a
n
d
a
s
i
k
a

九

章
、

重

誓

偶

十

二
偶

A
u
p
a
c
c
h
a
n
d
a
s
ik
a

二
十

五
章

五

偶

(漢
訳

な
し
)

一二
十

一
章
二

十

一
偶

(
往
観
偶
)

ミ

ロ
ノ
フ
博

士

「
無

量
寿
経
原
本

梵
文

ロ
ー

マ
字

訳
」

に
う

い
て

(
小

島
)
 

九
九
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ミ
ロ
ノ
ブ
博
士

「
無
量
寿
経
原
本

梵
文

ロ
ー

マ
字
訳
」

に
つ
い
て

(
小

島
)
 

一
〇
〇

(
3)
&
(
4
)
 
曲
き

苛

と
じ

(
4
)
 珊

鎌
お

伴
し

四
十
四
章

十
偶

(
昭
和

四
十

六
年
度

文
部
省
科
学
研
究
費

一
般
研
究

の
成
果

の

一
部
)
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